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1 .鐘言
舞揺教育の問題のーっとして，指導者が「表
現運動J授業でどのように学習者を評錯すれば
良いかといった，評留の基準が定まっていない
ことがあげられる。どの表現が生き生きした表
現であるかなど，その基準が定まっていないだ
けに，今までの実践所究でも学習者に昌分で今
日の授業での出来栄えを評値する費問用紙や，
岳由記述の感想文などを参考にしながち，評錯
している事倒的研究が多くなされているが，評
価の基準として標準化されている事例はまだない。
体育科授業の評価検討や授業研究の実践は，
長きに亘ち成されていることは男知の通りであ
る。特に高橋・長谷JIらは， 1授業時詩ごとの
子どもからみた形成的評植の因子構造として，
「意欲・関心Jr成果Jr学び方Jr協力jの4つ
の観点を明らかにした。これをもとに12項目の
形成的授業評価票を作成しこの評価票をさら
に毎授業時毘ごとに実施できるように再検討し，
9項巨に作成されたものが広く実施されている
「子どもによる形成的授業評儒票jである。こ
の「子どもによる形成的授業評髄票J(高橋ち，
1995)をもとに松本富 (1996)辻，子どもがど
のような観点で「表現運動j授業を捉えている
かという視点から， r表現運動j授業の評価棲
造を実証的に明らかにし，ダンス(表現運動)
授業のための形成的授業評額票の作成を試みて
いる。
またこの評価票項目の検討に先駆け，松本富
(1996)は松本千 (1980)のダンス学習の授業
観「罷るJr創るJr観るJの学習活動と，これ
らの f踊るJI創るJr観るjという 3つの活動
から青みたい学習行動を「学び方jとして，お
のおのに対応するように評価項百を作成した。
この評価票を中学生対象に実施し，その結果か
ら中学校の子どもからみたダンス授業の評価観
点は，①「おどる・つくるJ@ rわかる」③「か
かわるJ@ Iとちくむjの4つの観点で講成さ
れた。この観点をもとに松本富 (1996)は評緬
票を再検討し 17項目から成る新たな評語票を
作成した。そしてこの評価票を今震は，高校生
を対象に実証しているが，事例を増やし質問項
吾の内容や，項目数，評価基準の検討が吾、要で
あると思われる。そこで本研究では，この松本
富 (2003)の評錨票を参考に f表現運動jの持
性もふまえながら質問要巨を再検討し被授業
者の自己評鍾としての観点を探り，評価票を新
たに作成することを試みる。
また上記であげたいずれの研究も授業評悟構
造であり，学習者の自己評価の構造は明らかに
なっていないことも課題の一つであると考える。
「表現運動J授業において設授業者の共通の到
達目標は， I表現」の授業内容においては表現の
主題(テーマ)に即した動きを考え，それを体
で表現することである。しかし表現の仕方は
評価の基準が定まらないという点があり，評輔
が困難であることが挙げられる。表現のテーマ
にそって創作をする擦には， 1人で踊る場合は
主題が如何に，見ている側に伝わるかどうかの
動き方であち，グループ信作の場合は，それに
加えて主題に対する仲間との共通のイメージを
持つことではないかと考える。そこで本研究で
は，被授業者(以下，講義受講者)の自己評価
を対象とすると共に，個人・グループ学習の詞
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方の視点からも調査項自を分けて調査し，観点
を掠iることとする。
よって本研究では，調査質問用紙の分析から
「表現運動j授業の受講者の自己評倍構造を明
らかにし，より良い評錨票作或のため質問項自
を検討することとする。なお，調査質問用紙に
ついては，松本らの先行研究「子どもからみた
ダンス授業評倍の講造J(1996) を参考に， I動
きの構或諸要素J(1lI口ら， 2004) を考憲しな
がら質問項自を筆者が作成し，調査用紙を作成
することにした。この質問用紙をもとに， I表
現運動」授業において，受講者がどのような観
点で表現運動〈ダンス〉をしているかを自己評
留の視点で探り，また共通の観点を見出し，評
価票を作成する。
2. 目的
本研究では， I表現運動J授業の受講者を対
象に，筆者が作成した費問用紙による調査を，
授業後に行う。この鷲間用紙の分析の結果から，
次の事柄を明らかにする c
① 因子分析より雪子を抽出し， I表現運動」
授業受講者の自己評舗の観点を探るc
② 授業の感想文をKJ法(発想、法〉によ
りカテゴリーに分類し， i表現運動j授
業受講者の自己評倍の観点を採る。
③①と②の結果を比較し， I表現運動」
授業受講者の共通の観点を探る。
④③で得られた共通の観点から， r表現
運動j授業における自己評価票の質問項
目を検討し， I表現運動」授業の評価法
の提案とする。
以上の事柄を「表現運動J授業後の調査質問
用紙と富由記述を分析し，その結果から「表現
運動J授業の受講者が，どのような観点で f表
現運動j授業を受講しているかを自己評舗の視
点、から観点を見出す。またそれらの結果をもと
に，評倍票を作成することを目的とする。
3.方法
1 )調査方法
質問用紙の種類は，次の 3種類を作成し毘布
した。(資料 1~資料 4 参燕)
①舞踊経験に関する質問用紙(資料1参照)
②ダンス(表現運動)授業での質関沼紙
fリズムダンス」 ・「フォークダンス」用(資
料2参黒)
③ダンス(表現運動)設業での表現に関する質
問用紙[表現j用(資料3，4参照〉
質問用紙①に関しては，横軸に年齢，縦軸に
舞踊経験に関する質問項13(4間)とし，表に
した質問用紙である。質問項目の最援に，自由
記述として，ダンスに対するイメージを質問し
ている。質調用紙②，③に関しては，調査用紙
の質問項呂をダンス授業の形成的授業評錨票
(松本ら， 2003)の質問項呂を参考に加筆・修正
をしながら作成した。松本富子らが提示した授
業評価票の項吾の値に，動きの構成諸要素(川
口， 2004) を考慮した質問項目を筆者が考え加
筆した。また，その他必要と思われる項目も筆
者が考え加筆した。質問項目は，松本の先行研
究 (1掠る)で明らかになった， iおどる・つくるJ
fわかるJiかかわるJIとりくむJの次元に筆
者が項目を分類・配列し，回答者には五段階で
評倍できるようにした。さらに質問用紙は，個
人の評舗を問うものと集団(グループ)の評価
を問うものに分けて作成したc
本研究の対象は， K大学の発達教育学部教育
学科で開講されている体育科教育内容論の受講
生を対象にしている。本講義の受講生は全138名
の女子で，学校体育での「表現運動Ji器械運動j
fボール運動」を中心に実技を{辛う講義を 3班
に分かれ(1瑳約40名)，各領域の授業時間数
全4田を巡回して受講した。
実態としては，発達教育学部教育学科の 2回
生が大半であり，勉学部の生徒や 3，4国生も
若干名，含まれている。受講生には，講義 1回
目の開始前に，舞踊経験に関する質問用紙(質
問用紙①)を記布し，舞踊経験とダンスに対す
るイメージを記入させた。この結果から学校体
育の授業では，どの年齢においても何らかのダ
ンス授業を大半の受講生誌受け，ダンスを経験
している。詳細に見ると，就学前と小学校在学
時には「リズムダンス・フォークダンスjが中
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心であり，中学・高校と年齢が上がるにつれ
「表現jの内容も加わり， 1両方ある」と答えた
人数が多かった。また，学校のクラブ活動での
経験はほとんどなく，経験がある入は，高校在
学時にダンス系の部活動に入部していたようで
ある。学校以外で、の舞踊経験者も少なかったが，
経験者の中には就学前や小学校在学時にジャズ
ダンスやバレエをやっていたという意見があっ
た。人前でダンスを発表した経験に関して拭，
人数の大半が学校の授業や運動会などの場では，
発表した経験があるようであった。つまち，研
究対象の舞踊経験としては，大半の受講生は学
校の授業で経験したことがある程度で， 11)ズ
ムダンス・フォークダンスjや指導者が考えた
撮りを真叡たダンス経験があるということと，
「表現Jの方ではグループで創作ダンスをした
経験があるということが言える。
3)研究方法
調査期間:2005年04月12日(火) ~2005年07月
12日(火)期間中の毎週火曜82詩
限目(10: 35~ 12 : 05)講義終了時
対象授業:発達教育学部教青学科体育科教育
内容論 f表現運動J90分×全4持関
(詣導者 :K大学発達教育学部 K 
教授)
研究対象:豆大学発達教育学部教育学務 体育
科教育内容論「表現運動」受講生
138名
譲査方法:全4時間の講義毎に調査用紙を，次
のような手頼で配布し，回収したc
<質問用紙①>舞踊経験に関する実関用紙…講
義1回目の開始前のみ
<質問用紙②>ダンス授業に関する質問用紙
(リズムダンス・フォークダンス
用〉…講義 1回目の終了後のみ
<質問用紙③>ダンス授業での表現に関する質
関用紙(表現崩)…講義2毘自~
講義4国日の襲了時毎
居収した質問用紙は，筆者が研究室にて因子分
析と KJ法によって分析した。
4)分析方法
く因子分析>
質問用紙② fダンス授業に関する質関用紙
(リズムダンス・フォークダンス用)Jと賛同期
紙③「ダンス授業での表現に関する質問用紙
(表現用)Jについては，因子分析を主成分分析
によって実施し，回転法はパリマックス回転法
を居いた。この結果より，固有値1.0以上の因
子を抽出し，質問用紙舎については因子負荷量
0.6以上の項目，質問用紙③については因子負
荷量0.5以上の項目に着目し，因子の命名と解
釈をすることにした。この分析によち， 1表現
運動j授業における講義受講者の潜在的観点を
探ることにする。なお，結果の統計処理につい
ては， K大学発達教育学部の大聖電子計算機
SPSS統計パッケージを用いた。
くKJ 1:去>
質問用紙①の質問5)ダンスに対するイメージ
と，質問用紙②，③による講義の惑葱について
の自由記述をKJ法〈発想法〉によりカテゴ
ワ一分けし，観点を見出すことにした。まず，
自由記述で書かれている文章を 11事項 1カー
ドの原尉jにより，できるだけ一言に「単位化」
(JI喜由， 1967)したものを紙に記し「カードfとJ
する。「カード化」されているものが，妥当に亙
切られているかも検討した。次に，この[カ}
ド化jしたものを， 1圧縮化」し，圧縮したグ
jレープに見出しをつけることにした。この見出
しを， 1小カテゴリ-Jとし，さらに観点を絞
るため，小カテゴワーをさらに「圧縮化jし，
「大カテゴリ-Jにグループ化した。
この一連の作業を，筆者と K大学大学院生
(表現文化専攻) 2名，若しくは，筆者とK大
学発達教青学部教育学科体育ゼミの学生6名
で行い，カードを模造紙に「地図化Jする作業
を行った。これらの分析結果よ与，得られた
「大カテゴリーjと菌子分析の抽出国子との関連，
または、カテゴワー」と調査用紙の質問項目と
の関連から，講義受講者の自己評価の観点を探
ることにする。
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4.結果と考察
1 )因子分析の結果(表 2~表 8 参顛〉
講義l回呂の授業内容は「ワズムダンスjlフォー
クダンスJであったため，質問用紙②の 7項目
から因子分析〈主或分分析 パリマックス回転
法)を行った。これより国有値1.0以上の因子
が2つ抽出されたc 第1因子として， I意欲的
な態度j，第2因子として， I動きの講成諸要素
への意識」と命名した。
講義2回自の結果より抽出された因子は，質
問1 (1昌人の技能についての質問)からは4つ，
質陪I (グループの技能についての質問〉から
は5つ得られた。雲間 Iより得られた，第 I国
子に「工夫したフレーズを踊るj，第2国子;こ
f仲間との新しい動きの発見・発展j，第3因子
に「動きの構成諸要素への意識j，第4冨子に
「恥ずかしさからの解設」と国子名をつけた。
質問五より得られた，第 1因子には f動きの講
或諸要素への意識j，第2因子に「表現と伝達笠j，
第3国子に「作品の工夫j，第4国子に「件関
との意見の出し合いj，第5因子に f仲間との
一体感jと国子名をつけた。
講義3回目より抽出された因子は，質問1 (個
人の技能についての質問)かちは4つ，質問E
〈グループの技詑についての質問〉からも 4つ
得られた。質問 Iより得られた，第 1因子に
「表現への没入j，第2因子に「作品の工夫j，
第3国子に「動きの構成諸要素への意識j，第4
因子に円中間との若しい動きの発見・発展」と
因子名をつけた。費問亙より得られた，第 1因
子には「動きの構成諸要素への意識j，第2因
子に「表現と仲間との一体感j，第3因子に f作
品の工夫j，第4因子に「動きの連続jと因子
名をつけた。
講義4回目よち揺出された因子は，質問工〈個
人の技誌についての質問)からは4つ，費間五
(グループの技詑についての質問〉からは 5つ
得られた。質問Iより得られた，第1因子に「表
現への没入j，第2因子に「動きの構成諸要素
への意識(空間性・流動性)J，第3因子に「仲
間との新しい動きの発見・発畏j，第4圏子に
「作品の工夫」と因子名をつけた。質問宜より
得られた，第 1因子には「表現と作品の工夫j，
第2因子に「表現への没入j，第3昌子に「仲
間との意見の出し合いj，第4因子に「空間の
工夫j，第5因子に「表現と神間との一体感J
と因子名をつけたむ
2) 瓦 J 法の結果(図 1~図 4 参照)
まず，因子分析の結果も踏まえ小カテゴワー
に分類することにした。そして，その小カテゴ
ワーをさらに大カテゴリーに「圧縮化Jできる
か試みたところ， 4つのカテゴリーが得られた。
それが「踊るjI取り組むjI関わるjI分かるj
の4つのカテゴワーである G これは，松本ら
(1996)の研究より明からになった，ダンスの
授業評錨構造の陸子 fおどる・つくるjIとり
くむjI iJミかわるjIわかるj~こ，ほほ似た結果
となった。
講義1回自の感想文を分析したところ，大カ
テゴリーの人数は， I踊るj治宝62人， I取ち組むj
が167人， I関わるjが16入， I分かる」が5人
という結果になった。この人数は記述の感想文
に，カテゴリー名の内容の文が書かれていた人
数を数え，どのカテゴリーの惑想が多く得られ
たかを表したものである。
小カテゴリーを見てみると， I揺るJの中には，
f空間性jI律動性jI流動性jI達成感jI多様
なダンスの鉢験jの5つのカテゴリーにまり，
その中でも「空間性jが31人と最も多くの意見
が得られ，次いで「律動性」が15人， i流動註j
が1人， I達成惑jが8人， Iダンスのジャンル
の多様性jが17人という結果になった。また，
f取与組むjの中では， I楽しさjI次時への意欲j
f爽快感jIダンスに対する嫌悪感からの解放」
「笑顔」の 5つのカテゴリーになり，それぞれ
の人数は， I楽しさ」が74人， I爽快感Jがお人，
f次時への意欲jが23入， Iダンスに対する嫌悪
惑からの解放」が20人， I笑顔Jが7人，という
結果になった。「関わるJの中では， Iグループ
学習の良さjIスキンシップjの2つのカテゴ
リーになり，それぞれの人数辻「グループ学習
の良さJが13入， Iスキンシップ」が2入という
結果になったo I分かるJの中は，ダンスやダン
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ス学習に対する気づきであり，カテゴリーには
分けるのは，圏難な内容であった。
同様に，講義2回目も分析すると，松本らの
研究では「おどる・つくるJiとりくむJiかか
わるJiわかる」の4つのカテゴリーであったが，
本研究で得られた結果では「おどる・つくるj
の国子が「踊るJi創る」と 2つに分けること
ができる結果となった。大カテゴリーから見て
いくと， i踊る」は48人， i観るjが31入， i取り
組むjが59人， i関わるjが29入， i分かる」が
16人という結果になった。この人数は記述の惑
葱文に，カテゴリー名の内容の文が書かれてい
た人数を数え，どのカテゴリーの惑想、が多く得
られたかを表すことにした。
小カテゴワーを見てみると， i踊るJの中には，
「空陪性Ji技巧性Ji力動?生Ji律動性Ji即興性」
の5つのカテゴワーになり，その中でも「空間
性jが26人と最も多くの意晃が得られ，次いで
「技巧性jが8人， i力動性jが7入， i律動性j
が5入， i即興性」が2人という結果になった。
「創るJのカテゴリーの中も， i動きの多様性j
と「独鎖性jの2つに分けられ，人数としては
「動きの多様性Jが白人， i独創性J12人という
結果になった。また， i取号組むjの中では，
f聡ずかしさからの解放Ji意欲Jr楽しさjの3
つのカテゴワーになり，それぞれの人数は「諮
ずかしさからの解放jが42人と最も多く， i意欲」
が10入， i楽しさ」が7人という結果になった。
「関わるjの中では， r動きの良さの発見Ji仲
間づくりJi意見の出し合いJIグループの一体
感Jiグループの独創性J5つのカテゴリーに
なり，それぞれの人数は「動きの良さの発見j
lま11人， i仲間づくちjが8人， i意見の出し合
いJと「グループの一体感jが4入， iグループ
の5虫創性jが2入という結果になった。 i分かるj
の中も， iダンスに対する気づきJiダンス技誌
についての気づきJiグループ創作に関する気
づきjの3つのカテゴワーになり，人数は「ダ
ンスに対する気づき」が7人， iダンスの技能
についての気づきJが4入， iグループ創作に
関する気づき」が5人という結果になった。
講義3司自の感想文も同様に，大カテゴリー
からそれぞれの人数を見てみると， i鏑る」は
47人， i創るjが27入， i取り組むjが38入， i関
わるjが27入， i分かるJが20人という結果に
なった。(図8参照)この人数は記述の感想文に
カテゴリー名の内容の文が書かれていた人数を
数え，どのカテゴリーの感想、が多く得られたか
を表すことにした。
小カテゴリーを見てみると， i踊るjの中には，
「空間性Ji表現への没入Ji力動性Ji技巧性j
f動きのパターン化と習得jの5つのカテゴリー
になり，その中でも「空間性jが24人と最も多
くの意見が得られ，次いで「表現への没入」が
12人， i力動性jが8入， i技巧性jが5入， i動
きのパターン化と習得」が3人という結果に
なった。「創るjのカテゴリーの中も， i動きの
多様性J，if乍品の工夫J，i独創性jの3つに分
けられ，人数としては「動きの多隷性」が10人，
「作品の工夫」が9人， i独創性」が8人という
結果になった。また， I取り組むjの大カテゴ
ワー では， i恥ずかしさからの解放Ji意欲jの2
つの小カテゴリーになり，それぞれの人数は
「恥ずかしさからの解放」が31人と最も多く，
「楽しさjが7人という結果になったo i関わる」
の中では， I仲間の意見への理解Jiグループの
一体惑Jiグループの独創性jの3つの小カテ
ゴリーになち，それぞれの人数は「仲間の意見
への理解Jは18入， iグループの一棒感」がG人，
「グループの独創性jが3人という結果になったo
f分かるjの中も， iダンスの技能についての気
づきJ，Iダンスに対する気づきJ，Iグループ創
作に関する気づきjの3つの小カテゴリーにな
り，人数は「ダンスの技能についての気づき」
が10入， iダンスに対する気づきJが5入， iグ
jしープ麓作に隠する気づき」が5人という結果
になった。
講義4回目の感想文も時様に，大カテゴワー
からそれぞれの人数を見てみると， i踊るjは
71人， i創るjが39入， i取り組むj治宝59入， i関
わるJが34入. I分かる」が38人という結果に
なった。
小カテゴリーを見てみると， i踊るjの中には，
「空間性J，i表現への没入J，i動きのパターン化
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と習得j，I律動性j，I力動性j，I技巧性j，I速
度性jの7つの小カテゴワーに細かく分けられ
ることになったが，意見が得られた人数よりも
学習者の観点を得ることを中心としたため，人
数が少なくとも小カテゴリーとしてつくること
にした。人数の結果は， I空関性Jが30入と最
も多くの意晃が得られ，次いで「表現への没入J
が17人， I動きのパターン化と習得jが9入，
「律動性jと「力動性jが共に 6入， I技巧性J
が2人， ¥時間性jが 1人という結果になったc
「創る」のカテゴリーの中も， r動きの多様性j，
「作品の工夫j，I独創性Jの3つに分けられ，人
数としては「動きの多議性j治宝20入， I作品の工
夫」が11人， I独能性jが8人という結果になっ
た。また， I取り組むjの大カテゴワーでは，
「恥ずかしさからの解放jI意欲」の 2つの小カ
テゴリーになり，それぞれの入数は「都ずかし
さからの解設jが37入と最も多く， I意欲」が
22人という結果になった。「関わるjの中では，
「グループの一体感j，I{I中関の意克への理解j，
「作品の工夫j，r仲間づく乃 j，r動きの良さの
発見j，Iグループの独創性」の 6つの小カテゴ
リーになり，それぞれの人数は「グループの一
体感Jが10入， I仲間の意克への理解Jと「作
品の工夫」は共に G人， ¥仲間づくりjと「動き
の良さの発見」は共に5人， rグルー プのぎ虫創4註J
が2入という結果になった。 I分かる」の中も，
「教材の工夫に対する気づきj，Iダンスに対す
る気づきj，I自分の体への気づきjの3つの小
カテゴリーになり，人数は「教材の工夫に関す
る気づき」が18入， Iダンスに対する気づき」が
17人， I邑分の体への気づき」が3人という結果
になった。
3)考察
因子分析の結果から講義の 1，2回目では，
自分が踊ること，つまち健人的な技構に，集中
的に意識した傾向が見られた。講義の回数が重
なってきた， 3， 4回目になると， I表現」の
内容が中心になることから，主題(テーマ)に
そった踊りや表現にするには，どのようにした
ら良いかという，作品への意識や，仲間との関
わ号合いについての意識も見られた。また，講
義の回数をおうごとに，個人的な観点と集団的
な観点の焦点が合う傾向になることが，分かっ
た。授業内容によっても， Iイメージ課題jの
授業内容と， I運動課題Jの授業内容で詰，観
点に差異が晃られた。イメージ課題の方は，動
物などの共通のイメージを持ちやすい課題で
あったため，表現に没入しやすかったこと，運
動課題では， I表現の没入jは勿論ではあるが，
f走る-止まるJの対極の動きの提示が，あら
かじめされていることから， I動きの構成諸要
素への意識jの観点は，さらに視点が絞られた
観点になったと考えられる。
授業後の感想文をK]法で分類した結果から
は，因子分析の結果と問様，講義 1回目では，
fリズムダンスJと「フォークダンス」が授業
内容ということもあり，音楽に合わせて，楽し
く踊ったことに集中して，意識している領向が
克られた。講義2留日では，講義1回巨よりも
「表現jの内容が，新たに入ったため， I創る」
のカテゴワーが追加され，自分で動きを提示す
る場面も増えたことが考えられる。講義3，4 
西日と毘をおうごとに，踊ることの信人の技能
とともに，ダンスを創るという技龍の観点も現
れる額向が，見られたc また，小カテゴワーに
Id'!虫創性jという，個性を出せたという或果の
観点が得られたことから， I表現」という学習
内容が，学習者の習性が発揮される学習内容で
あることも，改めて確認できる。さらに，回を
おうごとに惑想文からの観点も，カテゴリーと
して「圧縮化Jしやすく，観点がまとまってい
たが，観点の数が多く，惑想文だけから観点を
探ることは，難しいと考える。
これらの結果から，講義1回目での学習者は，
ダンスに対する「意欲jや「楽しさjの観点を，
fリズムダンスJと「フォークダンスJの学習
内容から，意識したのではないかと，考えられ
た。講義2回目では， I表現」の学習内容が，少
し加わ与， I技巧性Jや「独観性Jのような，
主題(テーマ)のある動きを考え，こまかい動
きはできたようではあるが，仁志いき号」ゃ f体
全体を使ってjなどのような，ダイナミック
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(力動性〉や空間'性を生かした動き辻，難しかっ
たのではないかと 抽出因子で考えられた。し
かし，感想文のみでは，思いきり体を使えたと
いう成果が考察でき，抽出因子と差異が晃られ
たことから，岳由記述の感想文で，学習者の詳
謡な視点が，読み取れるという利点が考えられ
るが，震問項巨の内容を参考に，記述している
耳能性があるという，短所も考えられる。この
ことから，因子分析から抽出された潜在国子を，
基に，評{面票の質問項自を再検討することが，
妥当ではないかと考えられたむまた，講義3田
昌から， r表現jの内容が中心となったため，
講義3. 4屈目では，質問Iの項自は，感想文
からの観点である.r関わる」のカテゴワーには，
Iつの項目しかあげられなかったことと，質詞
互の項Eを感想文の観点のカテゴワーに該当さ
せたところ， r車りくむ」ゃ f関わるJのカテ
ゴリーに該当させることに，熟考を必要とした。
このことからも，感想文による文章での表現辻，
観点が多面的であち.r関わる」のカテゴリー
の中にも.r踊るJr創るJI取りくむjのカテ
ゴリーに分類されることが考えられ，感悲文か
らは，多面的な観点を，平面的に読み取ること
しかできないのではないかと考えられた。本研
究で吊いた，講査質問用紙で，橿入としての成
果を問う質問用紙と，グループ(集団)として
の成果を問う鷺間用紙に，分けて作成し，分析
したことで，そのことが明らかになったのでは
ないかと，考える。よって，評値票を再投討す
る際にも，個人の成果を問う評価票とグループ
〈集団)の成果を問う評価票を作或することを，
試みる。
5. まとめ
1 )研究のまとめと評錨票の検討
本研究は，教員養或系大学豆大学発達教育学
部で関議されている，小学校教員免許取得必諺
科呂の体育科教育方法論「表現運動J領域の講
義弘受講している大学生，女子138名を対象に，
調査費問用紙を筆者が作成し，質問紙法により
調査(毎授業後)を行うことにした。その結果
から.r表現運動」授業を受講した学習者の観
点を探ることを目的とし， r表現運動」授業の
ための評価票を作成することを試みた。
結果から， 1由自の授業内容は「ワズムダン
スJrフォークダンスjであり，音楽のリズムに
乗って元気に楽しく踊る観点が中心であった。
2回目より， r表現」の授業内容が，加わった
ことから，こまかい動きに注意するダンス技術
の観点に加え，主題(テーマ〉に没入しようと
いう観点が見られた。しかしこれにより，ダイ
ナミックに体全体を使って動くダンス技術に関
する，観点への意識が薄れる傾向になることが
認められた。 3囲， 4国と「表現Jの匝数が重
なるにつれ，主題に合わせた，動きの提示とそ
のダンス技衝を意識する傾向になることが考察
できた。また，費関項目を， 1圏人と集団とに分
けた結果，自由記述の感想文では漠擦としてい
た観点が，国子分者によって観点がより集約で
きた。そして，これらの観点は，実践した具体
的な授業内容が大きく影響していることが分
かった。
上記で述べてきた結果をもとに本研究では，
f表現運動j授業のための評倍票を，作成する
ことを試みる。本研究の対象授業で，実施され
た学習内容との関連もふまえ，授業内容に期し
た評極票を自指すものとする。また，本研究で，
作成した課査質問用紙と同様に，個人の成果と，
集団での成果を分けることにより，より詳紹な
学習者の技龍の伸びや顕きなどを，亘ちに見極
める手がか乃として，評倍票の作成を試みるこ
とにする。作成する評個票は，次の通りである。
①「リズムダンスJ. rフォークダンスJ授業
のための評錨票
②授業の前半に「ワズムダンス・フォークダン
スJ，後半に「表環Jの授業した場合の評鍾票
〈個人用〉
③授業の前半に「ワズムダンス・フォークダン
スJ，後半に「表現」の授業した場合の評鍾票
〈グループ用)
④ f表現(イメージ課題)Jの授業をした場合
の評価票(個人用〉
⑤「表現(イメージ課題)Jの授業をした場合
の評価票(グループ用〉
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⑤「表現(運動課題)Jの授業をした場合の評
倍票(倍入居)
⑦「表現(運動課題)Jの授業をした場合の評
価票(グループ用)
質問項自の選定は，主に，本研究の因子分析
によ号拾出された観点と，国子負荷量の数値が
高かったものと，感想文のKJ法によるカテゴ
ワーの分類によち，得られた観点から，筆者が
必要と患われたものを，質問項目として，筆者
が検討し，指筆する。これらの評語票の使用方
法としては，グループ用の評鍾票辻，ダンスの
創作を授業時間で、行った場合のみ費用が可能で、
あり，億人に 1枚ずつ記存することも，グルー
プに I枚配布することも，どちらの手法でも費
用が可能である。グループごとに実施すると，
各グループの評価の観点が大まかに知る手がか
りにな札信人ごとに実施すると，グループご
とに分析することによって，グル}プで共通の
観点が持てたか否かの手がかりにもなると考え
る。分析方法は， Iはい」が3点， Iどちらでも
ないJ2点， Iいいえjに1点の点数を配当し，
学習者が自答した評値票から，数輩を算出する。
これを，授業を受けた人数で寄り，平均を出す
ことで，観点ごとの評舗や，学習者の顕きの手
がかりとなると，考える。担し，数値だ吋で，
技能の伸びゃ成果が得られていると，考察する
のは，安易であち，あくまでこの評価票は， I表
現運動j授業で，学習者がどのような点を意識
して，踊ったり，ダンスを創作したりしている
かを，感想文よりも詳しく知ることができる，
手段のーっとして提示したものである。
2)今後の課題
本研究では，筆者が作成した調査質問用紙か
らの，量的分析と質的分析の両面から， I表現
運動j授業での，学習者の自己評錨の観点を採
ることを自的とし，より良い f表現運動jのた
めの，評舗票を作成することを試みた。
しかし，本研究では，対象者が大学生であっ
たことと，全員女子であったことは，事例とし
て乏しい点である。今後，より実践的な，小学
生・中学生・高校生の男女を対象とした，評個
票の作成の試みが必要であり，そのためには，
さらなる「表現運動」授業に適応した，費問内
容の再検討や，文言の検討が必要である。
そして，評倍票だけでなく，学習者の動きか
ら読み取る，実際的な評値法の検討も必要であ
ると，筆者は考える。実際の動きからの評倍と，
本研究で作成した，評価票のような心的な評髄
との関連により，さらに多面的な角度から評髄
することが，可龍になると考えるからである。
「表現運動jは，創造的な活動が伴うために，
評価が難しいとされているだけに，具体的な評
留の方法を提示した研究は，まだまだ少ないよ
うに感じられる。今後，より良い「表現運動」
授業の評価法を見出すためにも，多くの実践的
な事例研究が行われることを望む。
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創作ダンスと基本的段階j語、詩書高
-松本富子，高喬健夫，長谷川説示 (1996)i子ど
もからみたダンス授業評舗の構造一中学校創作
ダンス授業に対する評倍の分析から-Jスポー
ツ教育学研究 1出): pp. 47-54 
• 7](谷光 (1975，10) iダンス指導のハンドブックj
大諺館書産
-文部省 (1999， 5) i小学校学習指導要領解説
体育編j東山書房
・ルドルフ・ラパン著須藤智恵，秋葉尋子訳
(1972， 10) 
「現代の教育舞舗j明治図書刊
'M.N.ドゥブラー著松本千代栄訳 (1974，2) 
「舞踊学原論j大修館書庖
'S. Kランガ}著大久保重幹，長田光展，塚本
和明，柳内蔑誰 (1971，3) I感情と形式1，豆j
太揚社
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〈ダンス後殺に関する質問用紙〉
学書事・専攻<t ( )学籍3昨今( ).氏名( ) 
事この鯛還まは、ダンス授業の:!ltl梓者合対象lζ行っているものです.ダンス俊9障を受けて、
受講者が自分のダンスに対して、どのように自己評価するか綱査するものです.
*繍週E結集や制後から得た情事担は、研究図的以外のF自主告に1:1:使用いたしません.また、
成績などにも会〈関係はありませんので、安心して.!JI直にお答え下dい.
*以下の質問用紙に於いての fダンスJ1:1:、文部科学省小・中・高等学校学習指導聖書領
による fリズムダンス(現代的なリズムのダンス)J rフォークダンスJr表現{創作ダ
ンス)Jの総称と致します.
「フォークダンスJ用))資料2:ダンス授業での質問用紙 (rリズムダンスJ
〈ダンス経験に闘する質問用紙〉
学郎・専攻~ ( )学.~嘗妙( )氏名(
1 .あな1ヒのダンス緩験について賓閉じます.
吋以下の質問に記述でお答え下さい.
〈資料 1:舞踊経験に関する質問用紙
「 ? ? ? ? ? ? ? 」
?
???????????
?
??
??????
|f I I I 
iI I I I 2.膏楽のリズム1ζ乗って踊った.
|I I I I 
|I I I I 
|I I I I 
lI I I I 
iI I I I 
????????? ?
思
つ
1 .今日のダンス授業でのあなたの学習ついて質問し議す，
叫以下の質問に五段階でO印をつけて下さい. ?????
1.楽しく受縛することができた.
3.大$<・小さくな」ム体念体会使って踊った.
6.今日の楳Mに意欲的に取り絡めましたか.
S. 広〈・狭くなど、場所をIA<使ったゆ
4.流れがあるように動者lこヱ炎した.
7. 自分らしさを発掃できましたか.
¥ぐ!。歳-6餓 7鎗-12職 13織-IS餓 16歳-18歳 19歳以上(就学前) (小学校) (中学校) (荷役) (大学)
1.)笠畿の縁議
~鋒L!.....t>...!
込えは、 Eの
ようなもので
しなか.
2.)裳鐙のまま
l..:.t緩l.1怠
乙ι.a.は、ど
のようなもの
でしたか.
3.)~滋u.:t..
畿銭~ン
z:.は、 I!のよ
うなものです
か.
4.)ダンス告人
納で.fUU....&.
u がある方
は、どこで、
どのようなダ
ンス密売愛し
ましたか.
gs 
n.今日の授業の調書想a:簡単にお帯意下さい側
5.) 現在、あなたが持つ、ダン丸に対するイメ-~(i:o簡単にお答え下さい.
〈資料3:ダンス授業での表現に関する質問用紙(個人用))
くダンス授業での表現に闘する質問用紙〉
)学籍番号( )氏名{ 1 L_l_ _J I 
1 L_.J I I 
1 L_L _L.. I 
| l___L I I 
11.袋線のテーマにそって鋤ぎを考えた.
12.表現の予ーマを工夫して考えた.
13. i智幾愛工夫して濃崩した.
14.なり脅って君臨貌した.
学毒事・専攻~ ( 
#この阿蘇は、ダンス綾織の受勝者会対象に行っているものですe ダンス授業安受けて、
受鱗者が自分のダンスや創作した表現についてどのように 1el軍備するか調査するも
のです.
*鯛謙結果や情報は、研究以外の用途には使用いたし法せん.また、成績などにも念〈
関係はありませんので、安心して.u置にお答え下さい.
串本側窓可:'1士、 fダンスJを文書官科学司書 IJ、・中 ω 高等学校学習指海軍耳慣による r!Jズム
ダンス(現代的な Hズムのダンス)J rフォータダンス j r濃現(創作ダンス)Jの総称
と致します. 1I I I I 
1I I I I 
15.こまかい鋤きに注禽して着陸現した.
16.見ている}..に伝わるように袋現した.
|I I I I 17. tlU容の1iU院がでるように‘…!;懸命に表現した.?〈???? ???????
l I I I I 19.恥ずかしがらずに取り組めた.な
1 I I I I 
?????
思
う
18.自分らしさが鎗鱒できた.
1 .ダンス綬業でのあなた自身の表現について質問しEます.
一以下の質問について五段階でO印をつけて下さい.
非
常
.m 
う
1I I I I 20. 友濃の鴛見~参考に1IJ~~f器lI ~iまることがでをた.1.音量民のリズムに乗って踊った. ???
1 I I I I 21. :<<透から新しい鋤2きやイメージを見つけることが"C!~1:::.1I I I I 2.濃い"遮いなど、速度lこ変化をつけて踊った. ?????
22.自分から績権的に取り組めた.1I I I I 3. ~い鋤騎いなど、アクセントをつけて踊った.
lI I I I 23.色々な表現ができることが分かった.|I I I I 4.大き(-/J、さ〈など、体全体を使って踊った.
lI I I I 24.人によって感じ"}.j.考え方が遭うことが分かった.|I I I I 
|I I I j 
5.広〈・狭〈など、場所後依〈使った.
6.流れがあるように踊った.
1.簡単な鋤きを組み合わせて作品を工夫した.
1I I I __1 
8. ~車線な鋤脅にfliB~工夫した.
|I I I 
1I I I I 
9.集聞の割t$:"C!作品をヱ決した.
10.細菌変化があるように作品を工夫した.
〈資料4:ダンス授業での表現に関する質問用紙(グループ用))
lI I I I 17.みんなで、練習Eの成果がでるように、叩集懸命に袋潟し1'::.政. ダンス綬3黛臨でのあなたのグル‘網剛剛叩網剛網
一以下の質閑についてz五E段階でO印唱をtつけて下さ bい、.
i!f 8 
常う
に
思
う
1.音奈のリズムに乗ってみんなで踊った.
2.連盟い・湾いなI!.濃皮':J官4与をつけてみんなで織った.
3.強い・覇軍いなど‘アクセント3をつけてみんなで踊った.
4. 大き<"1、~<など、体金体を使ってみんなで踊った.
5.広〈・狭〈など、みんなで場所を広〈使った.
~ 6. ilれのあるようにみんなで踊った.
7. 筒厳令'防護~~組み合わ1tて.みんなで作品i:.:t iiたした.
8. ~車線な鋤Z告に、みんなで作品を.:t炎した.
9.みんなで集団の織成を工夫した.
10.場商変化があるように、みんなで作品を工夫した.
11.表現のテーマtこぞって、みんなで鋤殺を考えた.
12.みんなで‘君臨現のテー マ習を工夫し可t考えた.
13.みんなで、管療をこE炎し"t'滋幽した.
14.みんなで、なりきって袋線した.
15.みんなで、こまかい鋤きに主主措置して表現した.
向.みんなで、 JIている人に伝わるように寂現した.
??????????????
18.グループならではの袋線がで*た.
19.みんなで‘仲良〈鋪れた.
20.みんなで、気持ちを一つにして踊れた.
1I I L_I 
1L__j__1 1 
1L.J ._1 I 
l1 1 L I 
1LI_I I 
11 _ I I I 
1I I I I 
1I I I I 
1I I I I 
1I I I I 
1 I I I I 
1I I I I 
|I I I I 
1I I I I 
1I I I I 
I I I I I 
21.めあてに向かってみんなで練習した.
22. .Jlt-出し合って動療を宥えt:.
23.自分の鷲見をグループl乙取り入れられた。
24.グループのみんなで意見を閉会合った.
25.他のグループの袋2轄の良さを見つけた.
1I I I I 
1I I I I 
|I I I 1 
1I I I I 
1I I I J 
1I I 1 
1I I I _j 
1 '-_1 I 1 
孤ー前闘の授業ど比A て、自分のダンスや表現が変わったと思うところはどのような点だ
と息いますか.記述で簡単にお答え r~ ぃ.
???????，???????????????
? ??????
ど協カ有鱒うどi!い3ました.
「??????」
?
?
? ??????????、〉??
発達教育学部紀要
く表1:動きの講成諸要素〉
動きの空間性 動きのデザイン・・・からだの形態誌、一見左右対称の形であるが、
動きのデザインを考えたとき、毘技、体幹を駆寵しての動きは、動
動きのデザイン き方や表現によって隈りない変北を生む。重接的な動きは、鋭い・
スペースデザイン(踊欝) 硬い・譲りつめた惑じを表し、曲議的な動きは、なめらか・和やか・
酪親・重線、拡大・縮小、方向 流麗な惑じの表現iこつながる。
動きの時間性 童書きのリズム・・-リズミカルな身体運動を厚いて行われるダンス!こと
って、リズムはその生命で島る。リズムには規題性と不壊創性〈変
リズム{規爵性・不短期性} 民的)なものがある。欝者は調子によって律動惑を与え、後者fま需
テンポ〈遅・速い〉 会いのリズムによって複雑な表現の轄を広げる。
童書きの力動性(ダイナミッ 力性の変化・・・作品を印象づけるものとして、力性の変化が作品
クス) のまとまりとの関罷で重要である。力性f])変化のつけ方によって作
品の表現性が異なって惑じられるからである。よい作品に培、人の
強 e弱 It，¥をひきつけ、感需の高まりを感じさせる盛り上がりが見られる。
人的要国(鑓と集由) 作品の内容によってカの変化のつけ方を工夫することが大切であ
集団・離散、分畿、線 る。変化のさせ方iこは次のようなものがある。
-憲次的変化・急激的変化・持続的変化
(i高校生のスポーツ 総合版JJ 1日(2004)よち引用)
〈表2:授業 1回目受講後の調査〈質問I) より得られた，抽出因子〉
扇子番号 菌子名 震関
意欲的な態度 1 )楽しく受講することができた 0.840 
昨今自の課題に意欲的に取ザ組岳ましたか 0.811 
2}音楽のワズムiこ乗って跨った
2 動きの構或諸要素 4)流れがあるように撃きを工夫した 0.729 
への意識 5)広く・猿くなど、場所を広〈使った 0.698 
前大きく・小さくなど、体全鉢を穫って譲った 0.657 
一一一一一 一一 一一一
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「表現運動」の特性をふまえた評値票の提案
<表3:授業2回目受講後の調査〈質問。より得られた，抽出国子>
因子番号 医子名 質問 因子得点
6)流れがあるように皇居った 0.742 
1 ヱ夫したフレーズを隣る 8)複雑な動きに作品を工夫した 0.710 
15) こまかい動きに注意して表現した 色589
21)友達から新しい裁きやイメ ジを見つけることができた 0.677 
2 イ中長号との新しい動きの発見・発展 20)友達の意見を参考に動きを発展させることができた 0.596 
22) 自分から積極的に取り緩めた 且542
3 動きの構成諸要素への意識
3)強い・弱いなど，アクセントをつけて濁った 白.7幻
2)遅い・速いなど，速度に変化をつけて皇居った 位504
4 おずかしさからの解放
19)恥ずかしがらずに取り緩めた 日.776
18) 自分らしさ発惨できた 0.566 
<表4 護業21m目受講後の調査〈質問 II) より得られた，抽出国子>
因子番号 医子名 質問 因子得点
2)遅い・速いなど，速度iこ変化をつけてみんなで脇った 0.710 
1 動きの構成諮要素への意識
3)強い・弱いなど，アクセントをつけてみんなで踊った 日.696
1 )音楽のリズムに乗ってみんなで締った 0.683 
4)大きく・小さくなど動，体き全に体注意を使しってみんなで蹄った 0.590 
15)みんなで，こまかい て表現した 0.656 
2 表現と伝達性 16)みんなで，見ている人に伝わるように表現した 0.638 
25)他のグル}プの良さを見つけた 0.566 
9)みんなで集団の構成を工夫した 0.682 
3 作品の工夫
22)意見を出し合って動きを考えた 0.592 
8)複雑な動きに，みんなで作品をヱ夫した 0.540 
10)場蛮変化があるように，みんなで作品を工夫した な533
伶潤との意見の出し合い
23) 自分の意見をグん プに取り入れられた 0.558 4 24)グ1レープのみんなで意見を聞き合った 0.555 
f中潤との一体感 19)みんなで.{I中良く漏れた 0.660 5 20)みんなで，気持ちを つにして溺れた 0.600 
<表5 授業3屈目受講後の調査〈質爵1)より得られた，抽出菌子>
因子番号 医子名 質問 因子得点
14)な号きって表現した 0.760 
1 表現への没入 19)恥ずかしがらずに取り極めた 。.621
22) 自分から積極的に取り経めた 0.597 
9)集f'llの構成で作品を工夫した 0.718 
2 作品のヱ夫 7 )簡単な動きを組み合わせて作品を工夫した 0.643 
10)場葱変化があるように作品を工夫した 0.509 
4)大きい.，]、きくなど，体全体を使って溜った 0.587 
聖書きの構成諸要素への意識
2)遅い・速いなど，速度iこ変化ををつけて踊った 0.579 
3 3)強い・弱いなど，アクセシトをつけて濁った 0.515 
1 )音楽のリズムに乗って踊った 0.507 
f中淘との新しい裁きの発見・発展 20)友達の意見を参考に動きを発震させることができた 0.753 4 21)友達から新しい動きやイメ ジを見つけることができた 0.700 
<表6:授業3臣目受講後の譲査〈質問II) より得られた，抽出因子>
因子番号 医子名 質問 因子得点
2)遅い・速いなとう速度に変化をつけてみんなで蹴った 0.779 
3)強い・弱いなど，アクセントをつけてみんなで腕った 。五71
1 軍事きの構成務要素への意識 4)大きく・小さくなど，体全体を使ってみんなで蹄った 0.655 
1 )音楽のリズムに乗ってみんなで綴った 0.652 
19)みんなで伶良く隠れた 0.802 
表現とf中潤との一体感 18)グJレープならではの表現ができた 0.649 2 14)みんなで，なりきって表現した 0.565 
20)みんなで，気持ちを一つにして溺れた 0.562 
引複雑な動きに，みんなで作品を工夫した 。624
10)場蛮変化があるように，みんなで作品を工夫した 0.602 
3 作品の工夫 12)みんなで，表現のァ ?を工夫して考えた 0.576 
幻みんなで集団の構成をヱ夫した 0.563 
号)流れがあるようにみんなで踊った 0.752 
4 動きの遠緩感 5)広く・狭〈など，みんなで場所を広〈使った 0.573 
<表7 :授業 41m目受講後の欝査〈質関1)より得られた，抽出国子>
因子番号 陸子名 質問 因子得点
19)恥ずかしがらずに取り総めた 0.753 
2)遅い・速いなど，速度に変化をつけて弱った 0.683 
1 表現への没入 1 )音楽のリズムに乗って勝った 0.674 
14)なちきって表現した 0.634 
動きの構成諮要素への意識{空間性と流動性)
6)流れがあるように濁った 0.665 
2 5 )広く・狭くなど，場所を広く使った 0.593 
20)友達の意見を参考に動きを発展させることができた 0.780 
21)友達から殺しい銭きやイメージを見つけることができた 0.745 
3 イ待問との新しい動きの発見・発展 23)色々な表現ができることが分かった 0.527 
24)人によって感じ方・考え方が違うニシが分かった 0.526 
12)表王震のテ マを工夫して考えた 0.675 
4 作品の工夫 10)場産変化があるように作品を工夫した 0.654 
8)複雑な動きに作品を工夫した 0.617 
<表8 授業41m目受講後の課査〈質問II) より得られた，抽出因子>
因子番号 医子名 質問 因子得点
事〉みんなで集留の構成で作品を工夫した 0.722 
11)表環のテ マにそって，みんなで動きを考えた 0.691 
1 表混と作品の工夫 8)複雑な動きもこ，みんなで作品を工夫した 。お8
10)場jlij変化があるように，みんなで作品を工夫した 0.653 
12)みんなで，表現のテーマを工夫して考えた 0.625 
2)遅い・速いなど遼度に変化をつけてみんなで濁った 0.647 
2 表涜への没入
18)グル プならではの表務ができた 0.601 
14)みんなで，なりきって表現した 0.532 
17)みんなで，練習の成果がでるように， 生懸命表王呈した 0.525 
24) グル プのみんなで意見を聞き合った 0.740 
3 f中潤との意見のまHし合い 23) 自分の意見をグル プに取り入れられた 0.717 
22)意見を出し合って動きを考えた 。斜2
5)広く・狭くなど，みんなで場所を広くf患った 0.694 
4 空潤の工夫 6 )流れがあるようにみんなで踊った 0.561 
249)J 大みんきなくで・小，気さ持くなちをど，ー 体ーつ全に体してを使溺れってたみんなで腕った 0.536 
5 表現と伶凋との一体感 0.653 15)みんなで，こまかい動きに注意して表現した 0.5'宮5
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I… ιぺとても楽し山科;rzrの日懸命にD~む(lfi'l人)「一一一一十 1めも、っぽい体を動かして踊。たl愈間性(81人) I 
l十一 l 動かして踊った併のびのびと農視するのが離
踊る(62人)
時聞が過ぎるのが阜〈感じた.
I.~，，~f)..-~寸依聞の鰍も蝶しみた叫~時内の窓飲(2~人) I 
しかった.F-…川智灘ω せて9ズムよ〈できた・
?????
?
???
I R~aI(43 ~)_ Jいっぱも滑り‘~、い鋤山た・撫快感“S人)
無持ちょくできた.
|一 I :ω!J;(ズ刈が州ルない叩ダンス川sは立ダン3匁Rに対するt織般思感からの解放伽0人}
嫌いでしたが、今日は機〈燥しか
戸……|ルズにい川崎りがで仇
自分にもで舎たという喜びを味わえた.?????
。1ヒ.
L~~ヤム)-]鰍で踊れた・| 一一; 叫 ψ 久間てよ的た・
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〈表現運動(ダンス)授業についての調査〉
今闘の、表現滋蜘受業についてお聞きし法す。
下の質問にO印をつけてお答え下さ(，¥
いいえ
年組名前
はい どちらでもない音楽のリズムに乗って踊った。1. 
く表現運動(ダンス)授業での評価紫>
今日の、袋現運動授業についてお間容します。
下の質問にO印をつけて下さい。 いいえ(!ちらでもないl-;t(，、大会く・小浅いな(!体会:体令使って踊った。2. 
いいえどちらでもないはい強い・弱いなどアクセント告とつけて踊った。3. 名前総年
いいえどちらでもないはい選い・速いなど述聞こ変化をつけた。4. いいえどちらでもないはい楽しく授業に、取り組めた。1. 
いいえどちらでもないl立い細川あるように踊った。5. 
??????????
いいえどちらでもないはいこまかし働きに注愈して踊った。6. 
いいえどちらでもない
今日の線鰯に、殺欲的に取り組めましたか。
はい
2. 
いいえどちらでもないはい複線な動きに工夫しt~7. 
いいえどちらでもないはい音楽のリズムに乗って踊った。3. 
いいえどちらでもないはい簡単な動きを組み合わせて動~~工夫した。8. 
<.0 
<:.n いいえどちらでもない
はいたく議λ励き~考えることができ丸9. いいえどちらでもないはい流れがあるように、踊った。4. 
いいえどちらでもないはい10. すぐに動~~~考えることができた。
いいえ
いいえ
どちらでもない
どちらでもない
はい
l立い
恥ずかしがら?に取り組めた。
自分らしさが殆僚できた。
11. 
12. 
いいえどちらでもない
大きく・小さくなど、体全体を使って踊った。
はい どちらでもない
広く・狭くなど、場所を工夫して踊った。
はい
5. 
6. 
いいえどちらでもないはい
友濃から新しい働きやイメージを見つけることができた。
はい
自分から積脚力に取り組めた.13. 
14. 
いいえ
いいえどちらでも沿い
いいえ
いいえ16. 自分の重量見をグルー 升ζ取り入れられι はい どちらでもない
〈感想〉
(資料6:前半にフォークダンス・リズムダンス，
どちらでもないはb、15. 笈途の意見を歩道官に動舎を発展させることができた。(感想〉
(資料5:リズムダンス・フオ}クダンス授業の評価業〉
~ 
ぐ後現趨動(ダンス版業についての翻酌
今日の、表現運動授業についてグノトアでがんばったこ肌ついてお聞きしますユ
下の質問にO印をつけてお答え下さ1t'. 
生手 組
1.音楽のリズムに乗ってみんなで踊った。 はい どちらマもない いいえ
2.避い・趣，、など速度に変化をつけてみんなで踊った。 i主い どちらでもない いいえ
3.強い・弱いなどアクセントをつけてみんなで踊った。 }まし、 どちらでもない いいえ
4.大きく・小さb、など体会体を使ってみんなで踊っh はい どちらでもない いいえ
5.みんなでこまかい動制こ注意して表現した。 はい どちらでもない いいえ
6.みんなで、見ている人に伝わるように表現したh はい どちらでもない いいえ
7.他のグノトプの良窓会見つけι はい どちらでもない いいえ
8.みんなマ、仲良く踊れた。 はb、 どちらでもない いいえ
9.みんなと、気持ちを一つにして踊れた。 I立b、 どちらでもない いいえ
10. 意見を出し合って動きを考えた。 はい どちらでもない いいえ
11. みんなで、複雑な動さに工夫した。 はb、 どちらでもない いいえ
12. 簡単な盟bi!''<I:'，組み合わせて、みんなで動念会工夫した。はい どちらでもない いいえ
1 3. 場凶変化があるように、みんなで作品を工夫した。 !;:Ir、 どちらでもない いいえ
〈感想〉
〈資料7:前半にフォークダンス・リズムダンス，
後半に表現の授業の評価襲(グル…ブ用))
ぐ表現運動(ダンス}授業についての調査〉
今日の、表現運搬授業についてお聞きします二
下の質問にO印をつけてお答え下さ1t'. 
長ド 組
1. '1ま燦のリズムに凝って踊った。 はい どちらでもない いいえ
2.大きくりj、さいなど体全体を使って踊った。 はb、 どちらでもない いいえ
3.遅い・速いなど速度に変化をつけた。 はい どちらでもない いいえ
4.強い・弱いなどアクセント合つけて踊った。 』まb、 どちらでもない いいえ
ふたくさん動i!''<I:'考えることができた。 はい どちらでもない いいえ
溜L 判脳連6.鮪駒な動i!''<I:'i組み合わせて動きをど工夫した。 はい どちらマもない いいえ
7.欄監な動きに工夫し丸 はい どちらマもない いいえ
醇相δ 
8.集団の構成¥?'I怖を工夫した。 はb、 どちらでもない いいえ
ペト
9.場面変化があるように作品を工夫した。 』立し、 どちらでもない いいえ ~ 
"も
10. なりきって表現し九 i立し、 どちらでもない いいえ ('l' 
11. 恥ずかしがらずに取り組めた。 はい どちらでもない いいえ
12. 自分から積樹句に取り組めた。 はい どちらでもない いいえ
13. 女遠から新しい動きやイメ-~を見つけるニとができた。
はい どちらでもない いいえ
14. 表漣の窓~'<Ì:'歩量れと動きを発展怠せるこどがでi!'た。
lまb、 どちらでもない いいえ
〈感想〉
〈資料8:表現(イメージ課題)中心の授業用の評価票(個人用))
ぐ表現運動(ダンス)控業についての調査を〉ぐ後貌運動〈ダンス)授業についての鯛酌
今臼の、表現運鍛綬楽についてお聞きします。
下の質問にO印令つけてお答え下さい。
今日の、幾樹監鍛蛾掛こっし吋グノレー アでがんばったことについてお聞きします。
下の質問にO印なつけてお答え下d1t'.，
組名前年組名前年
いいえどちらでもないはい1. 自分から積極句に取り組めた。いいえどちらでもないはい1.音楽のリズムに乗ってみんなで踊った。
いいえどちらでもないはい2.なりきって表現した。いいえどちらでもないはい2.遅い・速いなど速度に変化をつけてみんなで踊った。
いいえどちらでもないl立い3.恥拘ミしがらずに取り組めた。いいえどちらでもないはい3.強い・弱いなどアクセント在つけてみんなで踊った。
いいえどちらでもないはb、4.管楽のリズムに乗って踊った。いいえどちらでもないli1t、4.大きく .IJ、さいなど体全体を使ってみんなで踊った。
いいえどちらでもないはし、5.遊い・速いなど速度に変化をつけた。いいえどちらでもないはい5.広〈・狭くなど場所を工夫してみんなで腕っh
??????????
いいえどちらでもないはb、6.広く・狭くなど、場所を工夫した。いいえどちらでもないiまb、6.耐もがあるように、みんなで織った。
いいえどちらでもないはい7.樹ゆEあるように踊った。いいえどちらでもないはい7.簡単な動きを組み合わせて、みんなで動きを工夫した。
いいえどちらでもないはい8. 筒酌訟動きを組み合わせて動~â'工夫した。いいえどちらでもないはb、8.みんなで、榔帥動舎に工夫した。
~ いいえどちらでもないはい9.複雑な動きに工夫した。いいえどちらでもないはい9.場衝変化があるように、みんなで作品会工夫した。
いいえどちらでもないiまb、場街漆イじがあるように作品を工夫した。10. いいえどちらでもないはいみんなで表現のテ}ぜを工夫して活まえた。10. 
いいえどちらでもないはい表現のテー マを工夫して考え丸11. いいえどちらでもない1';I:1t、みんなで集団の構成を工夫した。11. 
いいえどちらでもないはb、友建の意見を参考に動きを発農容せることができた。12. いいえどちらでもないは:1t、みんなで、仲良く踊れた。12. 
友遥から新しい動きやイメー ジを見つけることができた。
はい
13. いいえどちらでもないli1t、みんなと、気持ちを一つにして踊れた。13. 
いいえどちらでもない
いいえどちらでもないはい仲いM プならではの殺現ができた。14明
いいえどちらでもないはい色々な表掛2できることが分かった。14. 
いいえどちらでもないはい15. みんなで、なりきって袋現した。
いいえ
甥〉
どちらでもないはい人によって感じ加，.考え方古唱うことが分かった匂15. 
(感想)
〈資料9:表現(イメージ課題)中心の授業用の評価翠(グループ胤))
号表現運蝋ダンス}授業についての調査〉
今日の、表現裏搬淑灘についてグノLー フでがんばったことについてお聞脅しまれ
下の質問にO印をつけてお答え下さ~'.
華字 組名前ー
1.遅い・速いなど速度に劉凶つけてみんなで鱗った。 はい どちらでもない いいえ
2.広く・狭くなど場所を工夫してみんなで論った。 はい どちらでもない いいえ
3.大きくりj、さいなど体全体を使ってみんなで踊った。 』まい どちらでもない いいえ
4.流れがあるように、みんなて煽った。 はい どちらでもない いいえ
司町田1
5.みんなでこまかb働きに注意して表現した。 はし、 どちらでもない いいえ
対錨崩塑」せ
6.みんなど気持ちを一つにして踊れた. はい どちらでもない いいえ
7.グルー プならではの表現ができた。 はい どちらでもない いいえ 3 
8.みんなで、なりきって表現し丸 はい どちらでもない いいえ 帯昨
tαo コ
ペら
9.みんなで練習の成果がでるように、一生懸命表現した。 もγ
はい どちらでもない いいえ 判+
('， 
10. みんなで、意見を出し合って動きを考えた。 はい どちらでもない いいえ rt 
球言論( 
11. みんなで、複雑な動きに工夫した。 』まい どちらでもない いいえ 引閣
ミう
12. 場面変化があるように、みんなでf儲ロを工夫した 同:~、 どちらでもない ~，~、え 崩
t隙
13. みんなで集団の僧成を工夫した。 i立b、 どちらでもない いいえ
14. みんなで表現のテー マを工夫して考えた。 li~ 、 どちらでもない いいえ
15 表現のテー マにそって、みんなで動舎を考えた。 はい どちらでもない いいえ
(感想〉
(資料11:表現(逮動課題)巾心の授業用の評価i察(グループ用))
